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	・「IRS 60660」は、高速鉄道車両の基本仕様を定める規格です。2021年１月より、UIC 内の旅客局 都市間高速鉄道委員会の傘下となるワーキンググループにて検討が開始されました。原案は主に欧州域内の高速鉄道を対象とした内容であり、日本の新幹線方式には適合しない記述を多く含んでいましたが、JR東日本は2年以上にわたる議論を通して日本の新幹線方式の特徴や背景となる設計思想の違いを説明し、本規格に日本の新幹線の技術仕様を反映するに至りました。

	・ワーキンググループ参加国は下記6ヵ国です。
	日本、中国（議長）、フランス、スペイン、スウェーデン、インド
	・JR東日本が中心となって「IRS 60660」に反映した日本の新幹線技術は主に下記の2つです。
	①切替セクション方式
	列車が架線の電気的な境界部（中立セクション）を通過する際、列車が無電となる時間を短くすることができる方式です。海外では中立セクションを惰行で通過するのが一般的であり、高速鉄道車両では力行（駆動力を維持した状態）しながら中立セクションに入った際、車両を自動的に惰行モードとすることなどが求められます。一方、日本の新幹線で一般的な「切替セクション方式」を用いると、列車を力行しながら中立セクションを通過することが可能であり、車両に自動での惰行モード切り替え機能を設ける必要がなく、加速に要する時間の短縮にも...
	②アクティブセーフティー
	日本の新幹線は、道路との完全立体交差を実現した専用軌道や、高度な信号システムの採用などにより、衝突を未然に防止する「アクティブセーフティー」の考え方が主流です。一方、本規格の初期提案では、衝突事故対策として車両強度を確保する「パッシブセーフティー」の観点のみで車両要件が記載されていました。本規格の発行版では、日本の新幹線における考え方が適用され、「要求される安全レベルをアクティブセーフティー対策とパッシブセーフティー対策の両方を組み合わせて達成すること」「両者の組み合わせ方は各国の要件に応じて決定...

